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1．投稿原稿は，和文，英文いずれでもよい．和文は，A4 判用紙に縦長横書きで作成

する．英文は，A4 判用紙にダブルスペースで印刷する． 

2．原稿第 1 頁（表紙）の最上欄には，希望審査分野（法生物学，法薬毒物学，法化学，

法工学，法文書，法心理学，現場鑑識科学）を明記し，ついで原著，技術報告，速

報，ノート，事例報告，総説の別を記載する．表題・著者名・所属機関およびそ

の所在地を和英両文で併記する．論文内容を端的に表現する Running Head（和文は

30 字以内，英文は 60 字以内）を記入する．また，校正刷りの宛先，別刷の部数を

朱書する．頁番号は，表紙を含めて1頁から始めて，英文抄録，英文抄録の和訳，

本文，表，図まで通し番号とする．また，投稿原稿の各頁に行番号を表示する． 

3．原稿第 2 頁は，英文抄録（原著，総説および技術報告 300 語以内，速報，ノートお

よび事例報告 200 語以内）キーワード 5 個以内を Abstract と Key words：という見

出し語を付けて記載する． 

4．本文の中で，章・節の見出しは中揃えとし，小見出しなどは左揃えとする．章・

節の見出しの上下は 1 行あける．本文は，原則として緒言 （Introduction），材料

および方法（Materials and Methods），結果（Results），考察（Discussion），謝辞

（Acknowledgment），文献（References）の順序とし，その後に表（Tables）および

図（Figures）を付ける．ただし，速報および事例報告はこの限りではない． 

5．数字は，原則としてアラビア数字とし，単位記号は原則として国際単位系（SI）を

用いることが望ましいが，国際的に慣用されている記号，符号を用いることとす

る． 

〔例〕 長さ：10
-9 

m は nm  

体積：10
-6 

m
3 は ml または cm

3
 

時間：h，min 

濃度：1 l 中の mol 数は M 

6．数式は，原則として，
a

b , 
a+b

c+d
のように記し，本文中に出てくる場合は，a/b，(a＋

b)/(c＋d)のように 1 行に記載することとする． 

7．本文中に文献を引用する際には姓のみとし，著者が 2 名以内のときは，2 名の名を

「と」または「and」でつなぎ，3 名以上のときは，最初の 1 人の名の後ろに「ら」

または「et al.」を付ける．文献の参照は番号で示し，上付きの小数字で表し，その

最後に小さい）を付ける．例 3)
, 

3,7)
, 

3-8)． 

8．文献は，引用順に番号を付け，次の例のように記載する． 
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9．表は，1 頁に 1 つとし，和英両論文ともに英文で記載する．表には縦罫線を使用せ

ず，各語句の始めは，原則として大文字とする．脚注を要するときは，表示の語

句の右肩に a），b），c）を付記し，表の下欄外にそれぞれの説明を記す． 

10．図（写真を含む）はそのまま製版，印刷ができるものとする．図は，横幅 80 mm

以下，それでは小さすぎる場合は 170 mm 以下とする．図は，1 頁に１つとし，図

の下部には図の番号，各図の表題および説明を英文で記載する． 

11．表，図の挿入位置は，本文の右欄外に指示し，また，本文中に引用する表，図は

Table 1，Fig. 1 などと記載する． 

12．著者による論文チェックリスト（様式 1）に基づき，投稿原稿が各項の内容を満た

しているかなどのチェックを行い，投稿時に本リストを原稿と共に提出すること．

なお同リストについては，審査結果を受けて作成した改訂原稿提出時にも提出す

ること． 
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